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11 月 8日（金） 口演会場（国立ハンセン病資料館 1F 映像ホール）

要望演題 口演A ライフサポート
9：30～10：00

座長：河野 薫（国立療養所多磨全生園）

RA-1 入所者に対するサードプレイスを意識した人生サポート活動の実践
国立療養所多磨全生園
○小林 進一、岩崎 徹也

RA-2 認知症高齢患者の終末期ケアに関わる意思決定支援の取り組み
国立療養所多磨全生園
○齋藤 洋太

RA-3 ハンセン病療養所におけるライフサポートのあり方の検討
国立療養所多磨全生園
○汐崎 祐、安藤 早苗、太田 薫、栗田 実、鵜飼 克明

特別講演
10：00～10：40

座長：鵜飼 克明（国立療養所多磨全生園）

患者・医療従事者の人権
1）国立ハンセン病資料館館長、2）九州大学名誉教授
内田 博文1,2）

教育講演 1
10：40～11：20

座長：梅津 珠子（国立療養所多磨全生園）

対話のもつ力

岩手医科大学 看護学部
熊地 美枝
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教育講演 2
11：20～12：00

座長：上野 美晴（国立療養所栗生楽泉園）

エンドオブライフ・ケア～最期まで住み慣れた場所でその人らしく過ごす～

独立行政法人国立病院機構 東京病院
村山 朋美

一般演題 口演A 多職種連携・チーム医療
14：30～15：30

座長：田所 美代子（国立療養所大島青松園）

OA-1 夢を叶えるプロジェクト～ライフサポート支援室として多職種と連携した取り組み～
1）国立療養所栗生楽泉園 ライフサポート支援室、2）国立療養所栗生楽泉園 看護課、
3）国立療養所栗生楽泉園 福祉室、4）国立療養所栗生楽泉園 病棟・不自由者棟
○関根 みちよ1）、齋藤 泰裕2）、松下 順一3）、持田 涼子4）

OA-2 一般寮入所者の健康維持・増進に向けた多職種での取り組み
国立療養所松丘保養園
○阿部 瑠衣子、竹内 千景、亀川 初美、坂本 浩志

OA-3 ライフサポートのアップグレード～人生を全力で楽しんでもらうために～
国立療養所沖縄愛楽園
○稲福 倫椰、城間 峰和、花城 嘉伸、上地 秀美、友利 恵利子

OA-4 委託先処方確認のための運用体制の整備
国立療養所星塚敬愛園 薬剤科
○内田 優香、牧野 幸子、植村 隆

OA-5 ABC認知症スケールの聞き取りを『A園スタッフ』と『症例B氏の配偶者（夫）』に
行った結果の比較
国立療養所奄美和光園
○二木 琢也、坂口 静香、山口 千春、永 美保乃、馬場 まゆみ
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OA-6 円滑なカンファレンス運営への取り組み
～発言をひかえるスタッフへのアプローチとその効果～
国立療養所松丘保養園
○小山内 絵巳、蛯名 久子、坂本 浩志

要望演題 口演B ライフサポート
15：30～16：00

座長：髙橋 佑美（国立療養所東北新生園）

RB-1 A 不自由者棟における入所者への個別的関わりの時間に対するスタッフの思いと実践
国立療養所星塚敬愛園
○飯隈 由香、中間 博章、古野 和美、新宮 律子、谷川 仁美

RB-2 駿河療養所におけるライフサポート活動の現状と課題
国立駿河療養所
○鈴木 久美子、佐久間 誠司、田邉 昌哉、河村 幸、川島 亜子、
漆畑 利栄子、山碕 有紀乃、冨高 一生、佐々木 麻里子、竹島 義隆

RB-3 ハンセン病から学ぶ「生きがい」～ハンセン病療養所における音楽活動を通して～
国立療養所多磨全生園附属看護学校 2年
○松村 希、四戸 優里



― 14 ―

11 月 8日（金） ポスター会場（国立療養所多磨全生園 公会堂）

一般演題 ポスターA 看護の質の向上
13：00～14：00

座長：小倉 裕香（国立療養所星塚敬愛園）

PA-1 爪ケア外来での統一した専門的な爪ケアができる看護師のためのマニュアルの第 2版作
成の試み
国立療養所多磨全生園
○曽我部 千鶴子、岩瀬 綾子、井口 朝美、山上 由美

PA-2 ハンセン病療養所附属看護学校新任看護教員が感じた困難感 第 1報
国立療養所多磨全生園附属看護学校
○市村 清香

PA-3 看護師養成所 2年課程の教員が認識している看護シミュレーション教育の現状と課題
国立療養所多磨全生園附属看護学校
○輕部 太一

PA-4 ハンセン病療養所A園における認知症高齢者の移転支援
国立療養所奄美和光園
○川畑 恵理、小島 まさみ、佐々木 和美、篤 朝子、坂口 一彦

PA-5 「組織変革を導く 8段階プロセス」理論を用いた看護方式と看護業務見直しの効果
国立駿河療養所
○米丸 栄子

PA-6 ハンセン病療養所における委託診療に付き添った看護師が意思決定支援をするときに生
じる困難と対処
国立療養所邑久光明園
○菊地 裕子、稲葉 美鈴
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一般演題 ポスターB 高齢者への対応・看取り
13：00～14：05

座長：窪田 マキ（国立療養所奄美和光園）

PB-1 所内体制変更による居住区移動についての入所者の思い
～重不自由者棟の入所者を対象に～
国立駿河療養所
○河野 妙子

PB-2 A 園における移乗支援機器導入の検討～体験会を実施して～
国立療養所松丘保養園
○笠原 歌苗、北出 恵美、菊池 勇人、斉藤 寛子

PB-3 洗髪しても「洗髪していない」と繰り返すA氏に対する介護実践の効果
国立療養所菊池恵楓園
○福島 寿美、狩野 和広

PB-4 全人的苦痛（トータルペイン）を捉えたスピリチュアルケアの分析・実践
国立療養所大島青松園 病棟・治療棟
○谷川 貴浩、高橋 久雄、佐立 実佐恵、濱本 和恵

PB-5 A 園の不自由者棟で入居者を看取る際の介護者に対する必要な取り組み
～在宅看取り家族支援の先行研究からの考察～
国立療養所多磨全生園 看護部 第 1センター
○白石 綾子

PB-6 超高齢者の臨死期における音楽による不安緩和ケア
国立療養所多磨全生園
○吉川 裕子

PB-7 駿河療養所の職員における意思決定支援の現状と課題～認知症高齢者の転居の一例～
国立駿河療養所
○川島 亜子
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一般演題 ポスターC 生活の質の向上・リハビリ
13：00～14：00

座長：蛯名 久子（国立療養所松丘保養園）

PC-1 A 氏のパーキンソン症状による心理的負担軽減を目指した遊びリテーション
国立療養所宮古南静園 看護課
○宮國 尚美、下地 聖美、砂川 翔吾、與那覇 真奈美、大浦 桂子、幸地 友恵、
今里 憲太郎

PC-2 A センターに勤務する介護員と入所者との関わり
1）国立療養所沖縄愛楽園、2）国立病院機構琉球病院
○仲村 末美1）、崎山 真紀1）、神山 健太郎1）、仲村 智子2）、上野 将吾1）

PC-3 長時間臥床状態にあったA氏が自分らしさを取り戻すための介護員による取り組み
国立療養所多磨全生園 第 1センター
○柴田 純子、岩崎 徹也

PC-4 スベラカーゼミートを使用した食材軟化への取り組み
国立療養所沖縄愛楽園
○内村 麻希、上地 友美

PC-5 リハビリテーションにおいて長期に渡り導入困難であった症例A氏
～病棟入院をきっかけに行った取り組み～
国立療養所奄美和光園
○山入端 貢、二木 琢也、馬場 まゆみ

PC-6 前頭側頭型認知症（FTD）に合併した摂食嚥下障害の臨床経過：症例報告
国立療養所宮古南静園 機能訓練室
○久野 隆道
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一般演題 ポスターD 看護教育・業務・災害対策
13：00～13：45

座長：池内 房子（国立療養所長島愛生園）

PD-1 看護師養成所 2年課程の学生が日常生活援助技術、事例での状況設定演習から得た学びレ
ポート分析～発熱・悪寒時の援助を通して～
国立療養所多磨全生園附属看護学校
○大家 枝利

PD-2 発熱のある患者への与薬の状況設定事例演習で得た学びの分析
国立療養所多磨全生園附属看護学校
○山谷 なぎさ

PD-3 園内における血糖測定器の検査科一元管理運用について
国立療養所多磨全生園 研究検査科
○西巻 奈津子、望月 規央、渡邊 孝浩、立川 康則、平本 研二、荘司 路

PD-4 全国 13 施設における薬剤科業務の実態調査
～入所者に対するよりよい薬物治療の提供に貢献するために～
国立療養所多磨全生園 薬剤科
○青山 美穂、岡野 和成、伊藤 博

PD-5 国立ハンセン病療養所における災害対策BCP策定について
国立療養所奄美和光園 庶務課
○毛利 安則、岩橋 竜一、上山 卓朗

一般演題 ポスターE 感染管理・医療安全
13：00～13：45

座長：佐藤 美喜子（国立駿河療養所）

PE-1 過去 4年間の委託入院後の帰園時監視培養検査結果の検討
国立療養所多磨全生園
○関 由貴子、小田 智三、加藤 知子、荘司 路、平本 研二、吉田 輝子、
髙橋 八重子、伊藤 博、岡 慎一、梅津 珠子
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PE-2 新型コロナウイルス感染症治療病棟に勤務した看護師の経験と思い
～グループディスカッションを行って～
国立療養所菊池恵楓園
○植嶋 ひろみ、山口 綾子

PE-3 ハンセン病療養所A園における抗MRSA薬の提案及び使用した 1例
国立療養所奄美和光園
○杉町 代、佐々木 幸作、馬場 まゆみ

PE-4 A 園の医療安全研修における受講形式の違いによる理解度の差異について
国立療養所松丘保養園
○北山 信彰、小田桐 恵、坂本 浩志、佐藤 一朗

PE-5 0 レベルインシデントの重要性について～職員の意識向上をはかる～
国立療養所多磨全生園 第 3西センター
○金子 純樹、塩野 達也
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11 月 9日（土） 口演会場（国立ハンセン病資料館 1F 映像ホール）

一般演題 口演B 生活・介護・看護の質の向上
9：00～10：00

座長：川野 かおり（国立療養所邑久光明園）

OB-1 ハンセン病療養所の認知症高齢者への歌唱を中心とした個人音楽療法の介入による効果
国立療養所多磨全生園
○町田 享子、米澤 智子、田澤 理恵

OB-2 脳 塞後遺症を持つA氏の生きがいに寄り添った取り組み
～A氏の夢であった【仲良し農園】の実現を通して～
国立療養所菊池恵楓園
○小川 弘子、工藤 香織

OB-3 コロナ禍での入所者の行動制限が及ぼす影響について
～介護員のアンケートに基づく分析～
国立療養所宮古南静園 看護課
○砂川 美佐子、新城 知亜紀、上原 智恵美、與那覇 真奈美、大浦 桂子、
幸地 友恵、今里 憲太郎

OB-4 一般舎で生きるハンセン病回復者の現状と変化の把握
―13年間の調査データを比較して―
1）国立療養所長島愛生園、2）ハンセン病倫理研究会
○大饗 直樹1）、中島 康智1）、近藤 真紀子2）

OB-5 受け持ち入所者の想いに寄り添った支援のあり方
1）国立療養所沖縄愛楽園、2）国立病院機構琉球病院
○島 朋子1）、宮城 安紀子1）、玉城 智恵1）、仲村 智子2）、上野 将吾1）

OB-6 自立して生活する場で暮らす入所者の思い
国立療養所沖縄愛楽園
○大城 静香、宮城 美和子、大城 久、上野 将吾
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一般演題 口演C 生活の楽しみとやすらぎ
10：00～11：00

座長：木村 由美（国立療養所菊池恵楓園）

OC-1 社会復帰を経て再入所したハンセン病回復者の思い
1）国立療養所邑久光明園、2）国立療養所長島愛生園
○金重 麻里1）、三村 紀絵1）、山家 加恵1）、松田 よう子2）、川野 かおり1）

OC-2 他センターへ転舎する入所者への関わり
―その人らしく生きがいをもって生活するために―
国立療養所長島愛生園
○三浦 鉄平、島内 佑輔、仲原 由香、山根 由佳、隅田 美紀

OC-3 入所者の思いをカタチに
国立療養所栗生楽泉園 栄養班
○上田 沙良、増井 勝宏、山崎 康博、篠原 秀記、生和 良の

OC-4 意思疎通が困難な入所者のエンドオブライフ・ケアの取り組み
～最後までその人らしく生きることができるように～
国立療養所東北新生園 第 1メープルケアセンター 3F・治療棟
○佐藤 秀子、永沼 祐美、髙橋 佑美

OC-5 餅提供における安全性と満足度向上のための多職種連携
1）独立行政法人国立病院機構宇都宮病院 栄養管理室、
2）国立療養所多磨全生園 栄養管理室、
3）国立療養所多磨全生園 リハビリテーション科、4）国立療養所多磨全生園 内科
○松岡 旺子1）、風見 太一2）、西谷 孝2）、山本 祐美2）、森山 裕2）、
紙本 貴之3）、栗田 実4）

OC-6 人生の最終段階における医療・ケアについての意思確認
～Bセンター入居者の思いからの考察～
国立療養所多磨全生園
○白石 綾子、丸目 祥子、山下 智津子
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一般演題 口演D 看護教育・業務・感染
11：00～12：00

座長：西 芳江（国立療養所沖縄愛楽園）

OD-1 高齢者擬似体験を通しての学びと授業効果の検証
国立療養所多磨全生園附属看護学校
○金井 千絵

OD-2 認知機能スクリーニング検査キット導入に向けての検討
国立療養所多磨全生園 研究検査科
○立川 康則、平本 研二、望月 規央、西巻 奈津子、渡邊 孝浩、荘司 路

OD-3 当園で実施したらい菌（Mycobacterium leprae）染色検査における検出状況
1）国立療養所多磨全生園 研究検査科、2）国立療養所多磨全生園 専門皮膚科
○平本 研二1）、望月 規央1）、立川 康則1）、西巻 奈津子1）、渡邊 孝浩1）、
荘司 路1）、石井 則久2）

OD-4 X 線撮影用患者可動式椅子の使用経験
国立療養所多磨全生園 診療放射線科
○中 直樹、佐藤 敬

OD-5 当園職員のSARS-CoV-2 N 蛋白抗体およびS蛋白抗体獲得状況
1）国立療養所多磨全生園 研究検査科、2）国立療養所多磨全生園 特命副園長
○望月 規央1）、渡邊 孝浩1）、西巻 奈津子1）、立川 康則1）、平本 研二1）、
荘司 路1）、岡 慎一2）

OD-6 当園における 5類移行後の「新型コロナ感染状況に応じた園内対応指針」
国立療養所多磨全生園
○関 由貴子、加藤 知子、信澤 武、柴山 圭広、荘司 路、髙橋 八重子、
伊藤 博、岡 慎一、梅津 珠子


